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CD2BP2

CD2BP2; KIAA1178; CD2 antigen cytoplasmic tail-binding protein 2; CD2 cytoplasmic
domain-binding protein 2; CD2 tail-binding protein 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は二機能性タンパク質をコードしている。細胞質内では、コードされているタンパク質はC末端GYFドメインを介してヒト表面抗原CD2の細胞質側末端に結合し、CD2誘導性Tリンパ球活性化を制御する。核内では、このタンパク質はU5核内小核リボ核タンパク質複合体の構成要素であり、RNAスプライシングに関与する。7番染色体上に偽遺伝子が同定されている。選択的スプライシングによって複数の転写産物バリアントが生じるが、それらの生物学的妥当性は未だ明らかにされていない。[RefSeq提供、2008年11月],類似性：1つのGYFドメインを含む。,サブユニット：GYFドメインを介してCD2の細胞質側ドメインに結合する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD2テール結合抗体を用いたCOS7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD2 テール結合抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウェスタン ブロット分析。
	

	CD2BP2ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

